
- 1 - 

（整理番号２３１４） 

長野地方最低賃金審議会 

第２回長野県はん用機械器具等専門部会 議事録 

 

                     令和６年４月１７日 公開 

開催日時 

場所 

 

令和５年９月２８日   １２時５２分～１４時０６分 

長野労働局 １階会議室 

出席状況 

公 益 代 表 委 員  出席 ３人 定数 ３人 

労 働 者 代 表 委 員 出席 ３人 定数 ３人 

使 用 者 代 表 委 員 出席 ３人 定数 ３人 

主要議題 

１ 長野県はん用機械器具等最低賃金の改正審議について 

２ その他 

議 事 録 

 

○古畑賃金室長 

   それでは、定刻となりましたので、長野地方最低賃金審議会長野県はん用機

械等製造業最低賃金専門部会の第２回専門部会を開催いたします。 

本日の定足数の確認ですが、本日の出席者は、委員９名中９名の御出席をい

ただいておりますので、最低賃金審議会令第５条第２項の規定により、本部会

は有効に成立していることを御報告します。 

また、本日の専門部会は原則公開となっており、事務局で審議会会議公開要

綱第３条に基づき公開の公示をしたところ、傍聴希望者はありませんでしたの

で、報告いたします。 

それではこれからの議事進行につきまして𠮷村部会長、よろしくお願いいた

します。 

 

○𠮷村部会長 

どうも皆様、大変お忙しいところお運びいただきましてありがとうございま

す。はん用機械特定最低賃金専門部会ということで、前年度は特定最低賃金の

中でやはり基幹産業ということで、９５６円と一番高い数値を計上しておりま

す。聞くところによりますと、午前中の計量器は９４５円だったところが、使

用者側が９６７円の提示、労働者側が１，０００円の提示ということで、物価
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高ということもございますけれども、それなりに高い水準で提示が出ておりま

す。労使共に御議論いただきまして、双方の妥協できる点を探っていきたいと

存じます。よろしくお願いいたします。 

議事に入ります前に、先ほど事務局から説明がありましたとおり、本日の専

門部会は原則どおり公開としております。第３回以降の各専門部会につきまし

ても原則公開とし、率直な意見の交換、もしくは意思決定の中立性が不当に損

なわれるおそれがある場合等の場合は、部会長の判断により非公開とさせてい

ただきます。 

また、当部会における議事録確認委員につきましては、労働者代表委員、寺

島委員、使用者代表委員、中村委員にお願いを申し上げます。 

それでは次第に沿って進めてまいりたいと思います。 

まず、議題（１）の「はん用機械等最低賃金の改正審議について」です。 

昨年度の部会長報告書が資料№３、会長名の答申文が資料№４として配付さ

れておりますのでご覧ください。 

部会長報告書及び答申文の別紙を見ていただくと、改正決定に関する項目と

して、１、適用する地域、２、適用する使用者、３、適用する労働者、４、前

号の労働者に係る最低賃金額、５、この最低賃金において賃金に算入しないも

の、とあります。 

この「４の金額」以外の事項については、昨年と同じとしてよろしいか、と

いうことについて、まず、お諮りいたします。 

御質問、御意見等ありますでしょうか。 

 

 ○𠮷村部会長 

よろしいでしょうか。 

 

○𠮷村部会長 

それでは、金額以外の項目につきましては、昨年と同じということで意見の

一致を見たということにいたしたいと思います。 

それでは、金額についての審議に入りたいと思います。 

まず、労使双方から基本的な考え方を発表していただいて、審議を進めるこ

とにいたします。 

つきましては、まず労働者側、次いで使用者側でご発言をお願いしたいと思

いますが、それでよろしいでしょうか。 

○吉村部会長  

 それでは、基本的な考え方として、まず労働者側代表委員のほうから御発

言いただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

○櫻井委員 

改めまして櫻井でございます。よろしくお願いしたいと思います。 
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それでは、私のほうで代表して、基本的な考え方のところで述べさせていた

だきたいと思います。 

労働者側としては、基本的には昨年まで主張してきた部分として、早期に１，

０００円ということがございましたので、今回の地域別最低賃金の大幅な上昇

を見ても、やはり優位性を保つといったような観点を含めても、１，０００円

はクリアしたいと考えています。 

その上で、御案内のとおり、今回長野県は４０円だったのですけれども、全

国的に大幅に地域別最低賃金が上がりまして、加重平均で１，００４円という

ことになっていますので、やはり特定最低賃金ということで、それぞれの基幹

産業の賃金ということになると思いますので、そういう意味からすると、最低

でも加重平均である１，００４円を上回っていきたいと考えています。 

そうしますと、今現在が９５６円といった金額でございますので、４８円の

大幅な引上げということにはなるのですが、やはり優位性ですとかそういうも

のも含め、あるいは特定最低賃金と名乗る以上、そういう全国の水準より上の

部分で並びたいということでありますので、１，０００円をクリアしつつ、さ

らには１，００４円ということを目指したいと考えております。 

基本的な考え方のところは以上でございます。 

 

○𠮷村部会長 

ありがとうございます。 

それでは、次に使用者代表委員の方から発表をしていただきたいと存じます。 

 

○井出委員 

井出でございます。よろしくお願いします。 

私のほうから口火を切らせていただいて、あとは補足をそれぞれお話いただ

ければと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

まずもって、共通認識としまして、今も櫻井さんからお話があったんですが、

県最低賃金も４０円という過去に例を見ない大幅な引上げがされております。

全体の中で、やはり県最低賃金が底上げされているという理解をしているとこ

ろでございます。 

こうした引上げ、極端なと言いましょうか、大幅な引上げがされている中で、

こういった環境の中で特定最賃がどうあるべきか、また議論をさせていただけ

ればと考えております。 

製造業を取り巻く景況感、環境でございますけれども、やはり海外経済の景

気は減速しているという背景の中で、製造業は特に海外の状況の影響が相当あ

るわけですので、国内だけではなくて海外との競争という部分もございますの

で、そういった点についても注目して考えていかなければいけない環境にある

と考えております。 

まずもって、皆さんも認めていただけるところだったと思いますけれども、
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原材料が高騰している、またエネルギーが高騰しているというところは共通的

認識でございます。そうした中で、賃金の大幅な引上げが行われてきておりま

す。その賃上げの原資をどう確保していくのかというところが、今回の一番の

議論の中心だと思ってございますけれども、こうした中で、この最低賃金は、

該当する中小企業・小規模事業者の皆様方がいらっしゃる環境というのは一段

と厳しい状況にあるということは認識しないといけないと思ってございます。 

そうした中で、様々なアンケート等を見ましても、下期に比べますと、７月

に行われた信毎アンケートなどを見てみましても、時期的にはちょっと遡るの

ですけれども、２２年下期において好況が続いているとの回答が２１％あった

ものが、２３年の下期には１２％に減少している。拡大基調というのは１９％

から１７％にダウンしている。不況のまま低迷が続いているというのが、２０％

～２７％に増えているというような状況を考えましても、非常に環境はいいも

のではない、厳しくなっているということが伺えるかと思っております。 

さらに、私どもが７月に行いました景況アンケートでございますが、これに

つきましては、いわゆる中小企業・小規模事業者の皆様方の声を反映している

と理解しているところでございますが、製造業の景況感は、「よい」との回答

が１２％でございますが、反面「悪い」との回答が４７．４％と非常に高いも

のになってございます。先行きを見ましても厳しいというアンケート結果が多

いわけでございますので、環境は非常に厳しいと見て取れるかと思っておりま

す。 

そうした中で、原材料の仕入れコストの上昇につきましても、製造業の金額

ベースで見ましても、１．３倍ぐらい上昇しているというのが約４割ございま

して、１．５倍までが４０％、２倍までが１１％という高いところになってご

ざいますので、やはりかなりコストが上昇しているという非常に厳しい状況で、

収益が取れないのが見て取れるかと思ってございます。 

また、併せまして、その価格転嫁につきましても、国が価格交渉月間ですか、

３月にフォローアップ調査をした結果が発表されておりますけれども、こうし

たコスト上昇分のうち、高い割合で７割から１０割、価格転嫁ができたという

のは、昨年の９月の調査から増えて３５％になってはおりますけれども、さら

に減額された割合も２０％から２３％というようなことで増加しておりまして、

中身につきましても二極化が進行しているという状況かと思っております。 

私どもで行いました約１，０００社にアンケート調査をさせていただいてお

りますけれども、製造業の価格転嫁できないというのが７．６％ほどございま

す。たび重なる値上げによって価格転嫁が追いつかないという回答も１７％ご

ざいます。こうした中で、電気・ガス等のエネルギーコストの上昇についても

非常に上がっているという回答をいただいております。 

こうした状況の中で、先ほども申し上げましたけれども、県最賃の４０円の

引上げもございまして９４８円まで底上げされております。間もなく１，００

０円が見える状況でございますので、こうしたことを考えますと、やはりそれ
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ぞれ特定最低賃金におきましても、やはり差を詰めていくべき時期に来ている

のではないかと考えているところでございます。 

やはり９４８円という非常に高い金額を考えますと、この辺のところではん

用機械についても金額を定めていく必要があるかと考えているところでござい

ます。非常に物価高という中ではございますが、企業物価も当然引き上がって

きております。 

そうした中で、なかなか価格転嫁が難しい、特に人件費については難しいと

いうような言われ方もされているわけでございますけれども、やはり賃上げに

回すだけの原資が十分ではないというところを理解していただきたいと思いま

すし、私どものアンケートの中で、この春季賃金の改定につきましても、製造

業においては７３．５％が引き上げたと回答いただいております。ただしその

引き上げた理由といたしましては、企業の業績のアップによるという回答は１

２．３％にとどまっておりまして、労働力の確保・定着のためというのが５２．

１％と、非常に多くの回答になってございます。 

このほかには、物価の動向を勘案して引き上げたという、複数回答でござい

ますけれども、４３％あるという中で、何とか人手不足の中で、やはり皆さん、

働く方にも十分といはいかないかもしれないですけれども、やはり賃上げをす

る中で、一緒に働いていっていただきたいと、企業を一緒にこれから発展させ

ていただきたいという気持ちの中で賃上げを、非常に厳しい中ではありますけ

れども、行っているという状況が見て取れるかと思いますので、こうした点に

十分配慮いただければと思ってございます。 

こうした中で、リーディング産業としての比較優位性ということは、お話し

いただいているとおりかとは思いますけれども、県の最低賃金もここまで引き

上げられたということにつきましても、もう一回十分考えなければいけない状

況にあると思ってございます。 

今回私どもも業況の回復状況が二極化をする中で、やはり賃金の支払能力と

いうことにつきましても、もう一度しっかりと見て取っていただき、この辺に

ついてもしっかりと着目をしていただく必要があるかと考えるところでござい

ます。 

コロナ禍から立ち直りつつあるとは言うものの、これでゼロゼロ融資の返済

も始まってくるという中で、これから十分な収益を取って賃上げにも回し、ま

た返済原資にも回すという、非常に厳しい環境が出てきているわけでございま

すけれども、こうした点も考慮しながら、持続可能な賃上げができるような中

で、無理のない範囲で皆様の期待にも応えていくという中で、どのぐらいの金

額が妥当なのかというところもしっかりと議論していきたいと考えてございま

す。 

そんな中で、ぜひ、毎回のことでございますが、私どももしっかりと根拠に

基づいた納得感のある金額を定めていきたいと考えておりますので、またしっ

かり御議論いただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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補足等ありましたら、お願いしたいと思います。 

 

○中村委員 

では、つけ足しで、中村の方からよろしくお願いいたします。 

ほぼ、今、井出委員のほうから説明のあったとおりでございますけれども、

重複するかもしれませんけれども、私の立場からは小規模な事業者ということ

で、現状等お話をさせていただければと思います。 

特に、企業の中で小規模と言われるところ、製造業を中心に多うございます

けれども、新型コロナの影響を経た上でゼロゼロ融資の返済がピークを迎えて

いるということを伺いまして、業績回復が遅れている企業は元金返済、利払い

の負担、倒産に拍車をかけるという可能性が多くなってきていまして、今のと

ころは、まだサービス業等々中心に倒産が出てきている状況ではあるものの、

製造業までは大きくは至っていないですけれども、これからはそういう心配が

大きくなるだろうというようなこと。 

それから原材料高の上昇、水道・電気等の光熱費、資材費等々、中小企業は

非常に資金力が乏しいということもございまして、非常に経営を直撃している

という部分がございます。ここのところをどうやって転嫁するかというところ

で、確かに先日の合同会議の中で、県の調査が出されていますけれども、県の

調査で７割の価格転嫁ができているという、あの中身は大企業がほとんどでご

ざいますので、あまり小規模事業者、中小企業にもスポットを当てた回答にな

っていない。これははっきり産業労働部も言っていますので、そういうことを

理解した上で見ていただかないと困る。 

小規模事業者を中心にした調査、全国連の調査では、５割以上が価格転嫁で

きていないというわけで、そのギャップが大き過ぎるということでございます

ので、そこら辺もしっかり考えてもらわなきゃいけないと思っています。 

賃上げの部分についても、確かに春はやったという企業が出てきてはいるけ

れども、先ほど井出委員からもあったように、人手不足対策というところで対

応していくという部分がございますので、そういった人材確保のための賃金ア

ップ、これが逆に資金繰りを圧迫しているという部分が多うございまして、悪

循環に陥っているというような状況でもございます。 

ここは資金繰りしたくても借りることができないというような企業が大きく

なってきている。それはなぜか。それはコロナの関係で大分変わってしまって

いる。自転車操業をして賃上げするときの原資を借りてお支払いをするという

ことができない状況になってきて、もうやめたと、諦め倒産がこれから増える

のではないかと危惧している状況です。そういったところもお考えいただけれ

ばと思っています。 

ですので、最低賃金のところ９４８円ということで、大幅なアップという理

解でございますけれども、ここの部分はそれで十分ではないかという認識であ

りますのでよろしくお願いいたします。 
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○山岸委員 

山岸と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

井出委員と中村委員のほうからお話しいただきましたので、おっしゃってい

ただいたとおりなのですけれども、恐縮ですが、弊社の実情をお話しさせてい

ただければと思っております。 

弊社は従業員が５０人ぐらいの小さな会社で、主な仕事の内容としましては、

自動車部品を中心とした機械加工、切削加工、金属を削る仕事をさせていただ

いております。皆さん御承知かと思うのですけれども、自動車関係は、ずっと

半導体不足ということで、自動車メーカーさんのほうが生産できなかったとい

うことがここ数年あったのですけれども、そちらのほうが解消されて、一部確

かに自動車の関係というのは以前のようなことよりは少しはなってきていると

いう状況はあるのですけれども、先ほど井出委員のほうからもお話しいただい

たとおり、海外、ここに来て中国の状況が非常に落ち込んできているところで、

弊社で関係すると、建設機械に携わっているエンジンの部品が非常に落ち込ん

で、自動車の関係が上がってきているものの追いつかないとの認識で、同業の

会社さん、仲間の会社さんの中では、ここ数年ロボット関係が中国で、ファナ

ックさんや安川電機さんの関係の需要が多かったのですけれども、安曇野の方

にある、松本にも拠点があるのですけれども、計測機器部品メーカーさんが去

年暮れ、特に今年から相当落ち込んできてしまっているというお話をお聞きし

ています。 

できるだけ早く落ち込みが解消できればと思っているのですが、先ほど価格

転嫁のお話をいただいたのですけれども、弊社の今年の３月決算の中では、電

力経費がその前の前の期に比べると金額ですと１，０００万円ぐらい上がって

しまいまして、率にすると大体６５％ぐらい上がってしまって、正直言って、

うちぐらい本当に小さい規模で電力経費が１，０００万円上がると、本当に大

変に厳しい話で、あと購入品ですね、今、ガソリン価格も非常に上がってしま

っているのですけれども、機械に使う油関係ですとか、金属の原材料に関わっ

てくるのですけれども、切削油と言いまして、灯油とか部品をつくる上で必要

なものも上昇率で２５％ぐらい上がってしまっているというところです。 

あと、燃料関係では、ガスも大体３０％ぐらい上がってしまってきていると

いうことで、正直言って、昨年、ものづくり補助金とか活用させていただいて、

必要最低限の設備投資はしていかないと、もともと老朽化して生産性とか品質

が悪くなってしまうということがあるのですけれども、なかなかこれだけの諸

経費が上がってしまうと、減価償却費とかそういったところを抑えていかない

と、先ほども井出委員と中村委員からお話いただきましたけれども、本当に弊

社も賃金を上げたのですけれども、正直本当に後ろ向き、早い話が引き止めて

残っていただくために上げているような状況で、これもほかの会社さんからお

聞きしたのですけれども、千曲市とか中野のほうに半導体関連の大きな会社さ
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んがおありなのですけれども、そちらで大々的に人員募集をかけられていて、

かなり慣れた社員さんがそちらのほうへ転籍してしまったという話を聞いて、

人が採れないと思うところもあり、できるだけそういった面も含めて、小さい

会社ではあるんですけれども、何とか社員に働いてもらえるように、前向きに

取り組んでおるところであります。 

できるだけ賃金を上げていくということは大切かと思うんですけれども、や

はり支払いをしていける原資が非常に厳しい中ではあるので、そういったとこ

ろも考慮していただければと思います。まとまりない話で申し訳ございません

が、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○吉村部会長 

ありがとうございます。 

それでは、ただいま労使双方から基本的な考え方の発表がございましたけれ

ども、これについて質問・御意見等々ありましたらお願いいたします。 

 

○櫻井委員 

基本的な考え方だけだったので、その背景の詳しい説明だとかというのをあ

まりせずに具体的な金額だけお伝えしたところですので、少し労側の主張点と

いったものについてもお話をしていきたいと思います。 

まず、基本的なところは先ほど申し上げたような形でありまして、今、経営

の皆さんの置かれている環境ということで随分お話をいただいたところですが、

我々の主張としては、現場の実態的なところがどうなのかといったところを少

しお話しさせていただきたいと思います。 

まず、今回資料集ということでいただいた中をずっと、この間第１回の合同

部会のときから拝見させていただくと、資料集の９－２、そこにはん用機の関

係のものがいろいろ載っているのですけれども、そこのＡ３の大きなもの、総

括表の１があって、これは全体の年齢的なものだと思いますが、その後に就業

形態がパートさんと書いたやつの平均値とか出ているものがあります。 

今、経営者側のお話だとかなり厳しい状況があって、なかなか賃金を上げて

いけない、県最賃のレベルでいいのじゃないかというお話だったかと思います

けれども、実際、ページがないので何とも言えませんが、パートの皆さんの最

終ページのところを見ていくと、時間当たりの平均賃金、こちらが１，０３４

円になっております。それが資料９－２というやつです。 

それから資料１０にいってみますと、今度は実際募集をかけているところの

上限値、平均値、下限値が出ているわけですけれども、それらを御覧いただく

と、資料１０のほうですが、長野県でいくと令和５年の４月度の様子が載って

いるのですが、そこでいくと平均額が１，０６３円ということになっています。

下限値はどのぐらいかというのがその裏面にあるわけですが、１，０１６円、

こういう実態になっているわけです。 
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そういうような現場の実態からして、私は先ほど申し上げたような、まずは

１，０００円、それから全国の地域別最低賃金の加重平均１，００４円、そこ

を意識した形で引き上げていくべきではないかということからすると、さらに

もうその上を現場では行っているという実態が出ているわけですので、そうい

うことからしても、今、経営の皆さん、使側の皆さんは特に厳しいところにス

ポットを当ててお話をいただいたかと思いますし、価格転嫁がなかなか進んで

いないということは、私たちの出身の組織とかでもかなり細かく調査をしてい

て事実だとは思うのですけれども、現場の感覚といろいろなものが、実際ずれ

ているところもあるのかなということです。 

そこの背景にあるのは、先ほどから何回か出てきていますけれども、やはり

人手不足というところがあって、どうしても引き上げていかないと来ない、来

てもらえないということだと思いますので、その観点からすると、長野県の基

幹産業であるはずのはん用機ですとか、午前中は計量器というお話もありまし

たけれども、そこら辺で人がほとんど採用できないということになっていって

しまうと、さらに地域の産業が衰退するというような考え方からすれば、やは

り基幹産業のところが先頭に立ってどんどん引き上げていくべきではないかと

思いますし、申し上げてきたとおり、資料を見ていただいたとおり、現場では

もう１，０００円を超えた論議になっているということだと思いますので、そ

こら辺をぜひ酌んでいただきたいと思います。 

それから、ここ何年かのところでお話をしてきて、あまり近隣の県は意識す

るべきではない、してもしようがないというお話をいただいたかと思うのです

けれども、やはり近隣の県を見ても、はん用機ですとか、自動車ですとか、一

般機械、そういったジャンルのところを見てみますと、長野県よりも県最賃、

地域別最低賃金が低いところでも、例えば山梨でいきますと自動車の関係でも

９６１円ということで、長野県より現段階でも５円プラスですし、富山でも９

６０円で４円プラス、石川でも９７１円ということで１５円プラス、岐阜なん

かに行きますと９７２円で１６円プラス、静岡も９９５円ということでプラス

３９円と、こういうことになっていて、明らかにもう近隣の県でいくと、今年

の論議を経た後は１，０００円というものが見えてきている状況になってきて

いるのですが、そういうことからして、やはり長野県が県最賃近傍でというお

話だったかと思うのですけれども、そこら辺で解決したとすると、ますます人

材の確保が難しくなってくるのかなと思います。 

先ほど、山岸委員のほうでお話があった近くに大きな会社が来て事業を始め

て、そこへ転籍した方もいらっしゃるという、同業者の方だと思うのですけれ

ども、そういうお話もあったと伺っていますけれども、本当に今現場のほうで

は人の取り合いになっているといった事実もあることも確かですので、そうい

うことからしても、長野県を一つの企業と捉えた場合に、やはり他へどんどん

流出する要素というのは、この低調な論議でいくとますます加速してしまう可

能性があるので、そういうことからしても、やはり何としても１，０００円台
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のものはキープ、確保していくべきじゃないかということでございますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

あと、全部申し上げておきますと、一番後ろのほうに消費者物価のことがあ

ったのですが、資料集１９ページにあったかと思うのですけれども、今年の県

最賃を振り返ってみたときは、やはり使側の皆さんがそこまでは厳しいという

お話もあったことも事実ですけれども、最終的な判断としては、中央が示した

４０円というところで落ち着いたわけですが、その背景に何があって一番何を

重要視したかというと、やはり物価が高くなってきているということで、９０

８円から９４８円に引き上がったわけですが、そこのパーセンテージからする

と４．４％という率だったわけであります。 

それで、今物価がどうなっているかということについては、資料集の１９に

あるように、８月の長野市の消費者物価が３．４％上昇ということですし、２

０２０年をベースにしてみると７．５％上がってきているということですので、

その傾向は止まっていないという事実もあるわけで、そういうことからすれば、

県最賃のほうで４．４％上がってきたのであれば、やはり特定最賃のほうも同

率ぐらいはやはり上げていくべきではないかということかと思いますので、も

ろもろ考えますと、やはり１，０００円というものが見えてくるのかなと思い

ます。 

価格転嫁のこととか、コロナ禍で借入した資金の返済といったものもあるこ

とも事実だとは思うのですけれども、やはり消費者物価のことですとか、人手

不足のことだったり、何より長野県全体のはん用機、基幹産業であるはん用機

というのを考えた場合に、人を確保するという意味でも隣県を意識した判断を

していくべきではないかと、こんなことを先ほどの基本的な主張に加えての背

景説明ということにさせていただきたいと思います。 

私ばかりしゃべってもいけないので、ほかの委員の皆さんもあれば、お願い

したいと思います。 

    

○齋藤委員 

確かに初めて皆さんの前に立つ場合に、この上げ幅というのが非常に法外に

思うかもしれませんが、我々の現場感としても、もうこのぐらい上げて示さな

いと、現場もやっていかれない状況になっています。私も自動車関係のところ

におりまして、今は少し現場を離れてしまったところもありますが、現場の声

は、「とにかく人がいないのです」と。高校生って今、工場で働きたくないの

ですよ。学校の先生が、就職をするときに、はっきりとは言いませんが、「工

場はやめとけ」という雰囲気で就職を指南すると聞いています。夜勤は嫌だ、

重いものは嫌だ、というような雰囲気が今出ている。 

現に、今自動車産業というのは、統計でいくと、選ばれる企業として相当下

になりました。過去は非常に上にあったのですが、今は全く。 

これは実は高校生も大学生も、要はものづくりがあまり上位ではないんです
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ね、今。やはりＩＴとか、創造する側のほうが、手を汚して何をしてというと

ころが。とにかく人材をもう少し入ってくるようにするのが、賃金なのか何な

のかというところもあります。ここの場では明らかに賃金をしっかりと高くし

て、ものづくりの現場に人を来させていただきたいというのが、本当に現場の

思いです。 

今、びっくりするぐらい人気がありません、本当に。自動車といえば、昔は

花形みたいな世界だったのですが、これは我々みたいなサプライヤーだけでは

なくて、別に名前は申しませんけれども、東海地方などのメーカーさんも、今

本当に人が採れない状況になっています。 

ですので、あの方々はとにかく全国へ出て行って、いろいろなところで人を

採ってくることをやったりしていますし、今も待っていれば来る状況ではなく

て、それがお金なのか、インフラ的なものなのかというのはなかなか難しいの

ですが、特に自動車関係は今、いろいろな意味で変わろうとしている部分があ

ります。変わってしまうと半分ぐらいの会社がどうなるか、それは大きくても

小さくても淘汰されるのではないかというようなところがありますけれども、

とにかく今、目の前で物事をやることで言えば、人手不足、外国の方も使って

いかなきゃいけないような状況になっているのですが、逆に言うと、もう抜け

てもらっちゃ困るという状況も出てきています。６０歳、ここで一区切りとい

うのが、もう、そんなこと言われてもというのが正直なところです。その方々

も体が動かなくなるまでは現場にいてもらわなきゃ困るような状況が、今、目

に見えてきています。定年延長とか、いろいろ体のいいという言い方はおかし

いですけれども、とにかくつなぎ止めようということをやっているところもあ

ります。 

本当にこの値段が法外かどうかは、またいろいろな資料を皆さんと照らし合

わせてやればいいと思いますけれども、我々としては、とにかく賃金を上げて、

ベースを上げておかないと、本当に選ぶときの選択肢として本当に選ばれなく

なってきちゃうのですね。 

高卒初任給とかも、今一生懸命、原資はなくても上げている部分もあります。

これは分かっているのですけれども、上げないと、もうこの産業がこれから先

続けられなくなっちゃうのです、本当に。就職率も、就職する方々が少ないの

も現実です。進学率が高まってきたので、高校を卒業して入ってくるという方

のパイも非常に少ない。 

だから、そういう面でもこの値段が法外かどうかというところはあるとは思

いますけれども、現場サイドからすると、本当にここで上げていかないと、１

円だけぽんと上げたのではなくて、ここから上がっていくシステムをちゃんと

つくっておかないと、自分たちの産業がもうままならないことになるという危

機感を持ってやっています。 

ですので、その辺も加味してこれからお話を続けさせていただきたいなと思

いますので、決して、数字だけでいろいろと決定するというところでなくて、
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上げていく意味というところもぜひ加味していただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

○寺島委員 

私からも。先ほども外国人労働者の話が出てきていますし、労働人口の減少

から、労働者もかなり多様性があって、その方たちの働き方も相当にあります

ので、先ほどその前からの議論でも、他県を見ずにという話もあったのですが、

やはりそうはいかなくて、製造業で、本当に何かものをつくってという話であ

れば、この工場で勤務しなければいけないという方たちがいるのですが、その

産業のスタイルが相当変わっていって、開発であれば全国どこでもできてしま

う。そういったときに、長野県でなくても働けるというところがあって、人材

が流れてしまうというのが、産業の中でも働き方にとっても相当あるのかなと

いうところでいけば、長野県だけを見るのではなくて周りも見るべきではない

かというところは、一つ環境の変化が起こっていると感じています。 

実際に職場で聞いても、今まで外国人派遣労働者の方を採ろうとしても、今、

そこのいい人材が長野県にいなくて、出稼ぎに来ているので、それだけ条件の

いい地域に全部流れてしまう。また違う企業に流れてしまうというところで、

かなり人を確保するのが困難であるというところも本当に聞いています。 

その中で、企業がいくらつくりたいものがあっても、人がいなくてつくれな

いとなってしまえば、そこも企業存続に関わってしまうというところで、そこ

を引き止めるために、一つの手法としてはこういった特定最賃の引上げだとか、

そういった産業の優位性というところを保っていかなければいけないのかなと

は感じていますので、そういったところも今後議論していきたいと思っており

ます。いろいろ話があったので、一言言わせていただきました。 

以上です。 

 

○𠮷村部会長 

いかがでしょうか。今、労側から意見の表明がありましたけれども、何か使

側のほうで付け加えること等々あれば。 

     

○井出委員 

逆に言えば、これ以上上がったらやっていけないという状況もあるわけで、

もちろん働く側にしてみれば、こんなに安くてと思われるのか、もっと上げて

くれという議論になるのでしょうけれども、先ほど来私どもが申し上げている

とおり、やはり価格転嫁の問題もそうですけれども、やはり原資をどう確保し

ていくか、賃上げなり、返済の現状もそうでしょうし、設備投資に振り向ける

のもそうでしょうし、そういったものをどう確保していくかというところが最

大の課題だと思いますし、事業を継続しながら雇用も維持していく、それは全

国どこでも働ける方もいらっしゃるかもしれないですけれども、その地域でそ
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こで働くという選択肢の方もいらっしゃるわけでございますので、そういった

いろいろな状況を鑑みていくと、適正な規模、適正な金額といったものも十分

に勘案していかないと、地域が回らない、疲弊していってしまう、地域に産業

がない、働く場所がないという状況が起きてしまいますので、もちろん払うに

越したことはないですけれども、それを渋っていらっしゃる経営者の方はいら

っしゃるわけではないので、払えるだけのものはお支払いをして一緒に取り組

んでいくと、やはりどこでも出る話ですけれども、社員の方はみんな家族だと

いう中で、特に小規模の皆さんは考えてやっていただいているわけですので、

そうした中での精いっぱいの中の取組をしていただいているというような状況

も十分に勘案していただきたいと思いますし、確かに最低賃金で皆さんがどん

どん人が採れるかという状況ではないことはもちろん思いますし、ここに金額

も出ていますけれども、本当に人が採りたかったらそれなりの金額を出さなけ

れば採れないでしょうし、その辺の使い分けというんでしょうか、その辺のと

ころが、その金額でなければ事業が立ちゆかない、回っていかない、でも技術

は持っていらっしゃるんで、そのサプライチェーンの中で一定の役割を担って

いるという企業さんもたくさんあるわけですので、そういったところも全て状

況を勘案しながら取組を進めていく必要があるのではないかと考えております。 

 

○中村委員 

つけ足しですけれども、時間当たりの平均賃金が１，０００円を超えている

という部分が統計上あるということでございますけれども、そういった中で、

前回のときにはこういうような状況になったということで、やはり大企業を中

心に上げられるところはちゃんと上げてもらえばいい、経営等の状況もよくて、

そこはしっかりやってもらう。 

だけれども、そこに引っ張られる必要があって、この最低賃金で何を示すか

ということで、制度の趣旨もあると思うのですけれども、労働者を確保する、

労働者の最低の生活を維持するのだということがあるのだと思うのですけれど

も、やはり事業者さんを潰してもいけないと思うのですね。そういうところは

出せないところは難しいというところがあるので、ここをどんどん引き上げま

すからというのは、最低賃金なのかというのは疑問があると思うのです。 

ここが１，０００円で、今現場感覚でこうなっているから、じゃあ、最低賃

金を上げましょうというのは、ちょっと違うのではないかと。上げられるとこ

ろは上げてもらえばいいし、ちゃんと春闘でも上がっている、それはいいと思

うのですよ。でもそこを小さな事業者も引っ張られる必要はないのではないか

と思っているので、そこはちょっと考えてもらったほうがいいのかなと思って

います。 

もう一つは、人手は確保したいのです。確保したいし、そこを無理して確保

しようとしていて、先ほども申し上げましたけれども資金繰りの問題、借りて

まで払いたいのです。払いたいのだけれども払えないのです。そこのところを
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どう考えるか。 

確かに流出するのは損です、県にとっても損だし、まずいことだから何とか

しなきゃいけないけれども、これは政策の問題も絡んでやらなきゃいけないか

ら、ここはその場は最低賃金のことを考える場かもしれませんけれども、ここ

だけを上げればいいとかという問題ではないので、総合的に見る部分と、ここ

の場では最低賃金のどういうことを考えるべきなのかということを両方勘案し

てもらったほうがいいのじゃないかなと思います。 

 

○櫻井委員 

今お話いただいた部分については、確かに市場価格はそうなっていて、上げ

ているところはもう上げていると思うのですね、この特定最賃に限らずという

ことで。それでも何でも人に来てほしいのだということでやっていらっしゃる

ところもあるのも事実だとは思うのですけれども、とにかく今ほとんど上がっ

てきたということもあって、特定最低賃金をベースに考えていらっしゃる企業

さんも多いということは聞いていますし、我々も組織の中で、やはりもう特定

最賃とか県最賃が上がっているからそれをベースにしながら考えていますとい

うことで答えられる労務担当の方もいるのですけれども、そういう事実もある

ので、やはりむやみに上げられないことも確かですが、一方で、小規模のとこ

ろだけ光を当てて、そこが大変だからということで苦労しないようにというこ

とでずっと抑え込んでおくのもいかがなものかということもありますし、先ほ

ど見ていただいたはん用機のところの資料の９－２のところに影響率も出てい

ましたが、私たちが主張している４８円上げたとしても１１％ぐらいだったと

思うのですけれども、その影響率が高いのか低いのか見るとどうですか。毎回

影響率というのはついて回るものですけれども、去年なんかはたしか８．４ぐ

らいの影響率で収まったと思うのですけれども、今年のところでいくと主張し

た４８円上げていただくとすると、資料の８－２のはん用機を見ていくと、１

１．６％です。ですから、そこら辺のところは、言ってみれば１割のところで

すから、どこまでどう光を当てていくのか、見ていくのか。ということからす

れば、理解をしていただく世の中の流れにしてということとか、あとは先ほど

申し上げたように物価が上昇しているということもある中ですので、そんなこ

とで理解をしてもらえるとありがたいという気がしております。 

 

○𠮷村部会長 

労使双方の基本的な考え方の御発表がありましたけれども、まだ何か、取り

あえず具体的な金額を提示する前に何か議論しておきたいことがございました

ら、言っていただきたいと思います。 

よろしいですか。 

取りあえず、お互いの御意見、基本的な考えということの発表がありました

けれども、その基本的な考えについて、御主張いただいたということで、それ
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を受け取りまして、労使双方から、今日における具体的な金額について御提示

をお願いしたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

それでは、まず労働者代表委員から具体的な金額提示をお願いしたいと思い

ます。 

 

○櫻井委員 

先ほども冒頭で申し上げたとおり、全国の地域別最低賃金の加重平均１，０

０４円をクリアしていきたいということで、４８円引き上げていただきたいと

いう主張であります。 

 

○𠮷村部会長 

４８円引き上げて１，００４円ということですね。 

それでは、使用者代表委員から具体的な金額の提示をいただければと存じま

す。 

 

○井出委員 

申し訳ないのですけれども、ちょっと相談をさせていただいてよろしいでし

ょうか。 

 

○𠮷村部会長 

どうぞ。 

     

 ＜ 個別協議 ＞ 

 

○𠮷村部会長 

よろしいでしょうか。 

それでは、使用者代表委員のほうから、金額の御提示をお願いしたいと思い

ます。 

 

○井出委員 

それでは、一応根拠のある数字でお願いしたいと思います。資料の中には入

っていないものを使わせていただくのですけれども、賃金改定調査の４表を使

わせていただいて、これのＢランクの製造業のところ、２．３％アップなので、

ここを使わせていただいてお願いしたいと。２２円のアップで９７８円。 

 

○𠮷村部会長 

９５６円から２２円の引上げ、９７８円という使用者代表委員からの金額の

御提示がありました。 

いかがでしょうか。労働者側１，００４円、使用者側９７８円ということで、
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２６円ほど開きがございますけれども。何か御意見、御質問がございましたら

お願いいたします。 

 

○櫻井委員 

よろしいでしょうか。今４表から算出した金額ということで、２２円という

ことをお示しいただいたいんですけれども、少なくとも裏づけのある論理とい

うことからすると、全国の部分はそこで、４表は全国ですね。同じような感覚

でいくとすると、資料の１２に長野県の妥結状況があったりしますが、ここで

見ると、自動車の関係とか機械器具の関係とかは３％を超えてきています。で

すから、３．３とか、自動車は３．３７とかになったりしているので、そこら

辺のところを参考にしていただいたほうがよかったのかなという気がしますけ

れども、全国の４表となると、長野県の話なので全国がここで出てきてしまう

部分もあるので。 

 

○井出委員 

長野県の統計を取られている部分が、たぶん組合さんがあるところの統計だ

と思いますので、全体的には高止まりではないですが、比較的高い数字が出て

いるかなと思いますので、全国はそうでもないので、割と我々が考えていると

ころが、中小企業・小規模事業者の言われているところですので、その辺の数

字を使わせていただいたというところで御理解いただきたいと思います。 

 

○櫻井委員 

分かりました。 

 

○𠮷村部会長 

１，００４円だと何パーセントになるのですか。 

 

○古畑賃金室長 

５．０２です。 

 

○𠮷村部会長 

使用者側の２．３％と開きがありますが、了解しました。 

他に何かよろしいですか。何か詰めておくべき点は。次回以降の点も含めて

ですが。 

 

○櫻井委員 

いいですか。今ちょうどパーセンテージのお話が出て、５．０２％というこ

とだったのですけれども、資料でいくと９－２にはん用機の様子が載っている

のですけれども、先ほど少し触れました影響率の関係とか載っているのですけ
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れども、今、使側の皆さんが主張された部分の２．３％ということになってい

くと、影響率が８．３ということですけれども、労側のほうが主張しました４

８円となると、裏面にありますけれども５．０２％、１１．６の影響率という

ことになるのですが、この８．３の影響率と１１．６の影響率をどう見るかで

すけど、３％ちょっとくらいの影響率の差ということなので、金額的には大き

な開きがあるのですけれども、影響率的にはそんなに開いていないのかなと。

大ざっぱな見方で失礼だということころはあるかもしれませんけれども、そう

いう気もしますので、そういう意味では、ぜひ再考いただけるとありがたいな

と思います。 

仮に１，０００円、今は１，００４円の主張をしていますけれども、１，０

００円になったとしても、８時間働いて２２日でいくと１７万数千円です。そ

してそれを１２か月働いたとしても２００万円ちょっと、いわゆるワーキング

プアのラインである２００万円と大して変わらないくらいしかないわけですし、

実際問題、高卒の初任給も、さっきもちょっと話がありましたけれども、今ど

んどん引き上げてきていて、１７万円台の企業さんも長野県内も増えてきてい

ると思います。 

やはりそのようなことからすれば、高卒の皆さんというのはそうは言っても

正規で募集していくことになると思うのですけれども、ずっと雇っていくこと

になりますけれども、一方で、時給ベースで働く人たちというのは有期雇用の

皆さんだと思うのですけれども、やはりそういうことからすれば、いわゆる雇

用の流動性というのは担保できているわけですから、その中で１，０００円ぐ

らいのものをお支払いしたとしてもいいじゃないかと思いますし、昨今の物価

高のこともあるわけですし、さらに、申し上げたように、基幹産業である自動

車をベースとしたところに来てもらいたいということであれば、やはりそこら

辺の数字を、我々が主張するところを最低限だとしてもいいじゃないかなと、

そんなふうに思いますので、今日結論ということにはならないかもしれません

けれども、そこら辺をまたあえて主張をさせていただきたいと思います。 

 

○𠮷村部会長 

いかがでしょうか、今日の段階で。 

 

○井出委員 

もう申し上げるところは全て申し上げました。 

 

○𠮷村部会長 

分かりました。労側はよろしいですか。 

 

 ○櫻井委員 

   はい。 
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○𠮷村部会長 

分かりました。 

それでは承りました、今日の労使双方から提示された金額は、労働者側が４

８円引上げの１，００４円ということですね。ちなみに５．０２％ということ

です。使用者側が２２円引上げの９７８円、２．３％の引き上げということで、

２６円ほどの開きがございます。以上の金額の提示ということになります。 

御提示いただいた金額にはまだ開きがありますので、労使双方相手側の金額

と御主張の内容について、次回１０月１２日の専門部会までに御検討をいただ

ければと存じます。 

その上で、次回専門部会では、全会一致の結論で結審できますよう、最善の

努力をお願い申し上げます。 

最後、議題２、その他ですが、事務局のほうから何かございますでしょうか。 

 

○古畑賃金室長 

今、部会長からお話がありましたけれども、次回の日程について確認させて

いただきます。 

次回の部会は１０月１２日木曜日、午後１時から、同じ場所で、長野労働基

準監督署１階会議室において開催いたします。また、皆様のお手元に３回、４

回の御案内もありますので、参考にしていただきたいと思います。 

委員の皆様におかれましては、御出席いただきますよう、何とぞよろしくお

願いいたします。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○𠮷村部会長 

ありがとうございます。 

そのほか、何かございますでしょうか。 

労働者代表委員、何かございますか。 

 

○櫻井委員 

さっき言えばよかったんですが、先ほど、いろいろな労働局のほうで集めて

いただいたデータは大手の皆さん中心じゃないかというお話もあったのですが、

先ほど私のほうが資料ということでお伝えした９－２のところのはん用機のと

ころで出てきているものは、規模別とかでも出たりしていまして、そういう意

味では、そこら辺も御覧になっていただくと、実際問題として、規模が小さい

ようなところでもかなりの水準で賃金のほうをお支払いしている実態も見えて

きているので、ぜひ使側の皆さんにも、そこら辺を御覧になっていただけると

ありがたいというふうにお願いをしておきたいと思います。 

以上です。 
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○𠮷村部会長 

ありがとうございます。 

使用者側は何かございますか。 

 

○井出委員 

結構です。 

 

○𠮷村部会長 

ありがとうございます。 

それでは、今日は以上をもって閉会としたいと存じます。 

御苦労さまでございました。 

 

閉 会 

 


